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   We investigated the prognostic factors in 138 patients with stage D2 prostatic cancer by  univa-
riate and  multivariate analyses. Analysis was restricted to 8 pre-treatment parameters, that is, 
age, general condition (PS), pain, number of metastases on bone scan, acid phosphatase value, 
Gleason's primary pattern, secondary pattern, and nucleoli grading. In addition, 4 therapeutic 
modalities except routine endocrine therapy, that is, castration, oral administration of estramustine 
phosphate, of 5-fluorouracil (5-FU) or its analogue, and combination chemotherapy, during the 
whole treatment period were included in the analysis. 
   Univariate analysis (Kaplan-Meier method)showed only PS to be a significant prognostic factor. 
 Multivariate analysis (Cox's proportional hazard model) revealed that PS, Gleason's primary pat-
tern, oral administration of 5-FU or its analogue and combination chemotherapy were significant 
prognostic factors. However, patients treated by combination chemotherapy had poorer prognosis 
and x2 values of combination chemotherapy was the highest among the four parameters cited above. 
These results suggested that the 8 pre-treatment parameters examined in this study were not suffi-
cient for predicting the prognosis of each patient. 
                                                (Acta Urol.  Jpn'  39: 131-134, 1993) 




とが 重 要 で あ り,多 変 量 解 析 を 含 めた 各 種 の 検 討 が 行
わ れ て い る.ま た 細 胞核DNA量 解 析1)や,mono-
clonalantibodyを用 い たandrogenreceptor検




























































































落痛あり・第2群 と した.骨 シンチ上 の骨転移巣数
はSolowayらの基準3)に準 じ,か つ2グ ループに分
け る こ とを意 図 し,転 移 巣 数5個 以 下 を 第1群,6個
以 上 を第2群 と した.血 清 前立 腺 性 酸 フ ォス フ ァ ター
ゼ値 は,正 常 値 上 限 のIO倍未 満 の も のを 第1群,10倍
以 上 の ものを 第2群 と した.病 理 学 的 検 索 は 針 生 検 材
料 に よ り行 った が,共 著者 の病 理 医 が 臨 床 デ ー タ ー未
知 の 状 態 で 統 一 し て 判 定 し た.組 織 学 的 異 型 度 は
Gleason分類 を 用 い た が,pr五marypattern,secon・
darypatternおの お の を 独 立 し た 因子 と して用 い,
各 パ タ ー ソと も,3以 下 を 第1群,4以 上 を 第2群 と
した.核 異 型 に つ い て は,Meyersらの 報 告 した3段
階 の 核 小体grading4》を 用 い た が,そ れ ぞ れ の グ レ
ー ドを 各 群 と した .
治 療 因 子 は,全 例 に 行 わ れ た 内服 剤 に よる女 性 ホル
モ ン投 与 と は 別 に,精 巣 摘 除 術 の 有 無,Estracyt⑪
(estramustinephosphate)投与 の 有 無5-fiuoro・
uracil(5FU)系経 口剤 投 与 の有 無,多 剤 併 用 制 癌 療
法 の 有 無 の4項 目を 用 い た.Estracyt②な らび に5FU
系 薬 剤 に つ い て は6カ 月以 上 投 薬 しえ た ものを 治 療 群
・第2群 と した .多 剤 併 用 療 法 の場 合 は2コ ー ス以 上
施 行 した もの を 治療 群 ・第2群 と した.
統 計 学 的 検 計 は単 変 量 解 析 と して はKaplan-Mei-
er法 な らび に一 般 化WIIcoxon検定 を 用 い,多 変 量
解 析 と してCoxの 比 例 ハ ザ ー ド法 を 用 い た.な お
Coxの 比 例 ハ ザ ー ド法 に は メヂ カ ル リサ ーチ セ ソタ
ー製 解 析 ソ フ トを用 いた .
結 果
138例全例 の各解 析 因子 の カテゴ リー別頻 度を
加藤,ほ か=前立腺癌 ・予後因子
Tablelに示 した.治 療 開 始 時 平均 年 齢 は71.8歳で あ
り,70歳以 上が62%,69歳以 下 が38%で あ った.PS2
以 上 の全 身 状 態 低 下 例 が41%に 認 め られ た.骨 シ ソ
チ 上 の骨 転 移 巣 数6個 以上 の多 発 群 が58%で あ った 。
Gleason分類 で は,primaryな ら び にsecondary
patternともに4以 上 の ものが 三 分 の 一 程 度 に認 め ら
れ た,治 療 因 子 で は 約 半数 に精 巣 摘 除 術 が 施 行 され,
同 じ く約 半数 に5Fu系 内服 剤 の投 与 が 行 わ れ た.多
剤 併 用 療法 施 行 例 は28%,39例に行 わ れ た が,シ ス プ
ラチ ンを 中心 と した もの が16例,メ ソ トレキ セ ー ト.
ア ドリアマ イ シ ンを主 と した もの が11例,そ の 他 が12
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